
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 525 本年度事業費 525 交付金交付額 210

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

以前に転落事故もあり、安全策を講じる必要があった。

転落防止策の設置により地域住民の安全が図れた。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

歩行者、自転車の安全な通行が可能となった。

具体的な成果
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団体名：伊根町

落下防止安全柵設置事業

生活道路ともなっている農道と水路との間に転落防止柵を設置する事業を実施する。
　防護柵工　L=58.5ｍ

平成20年12月12日～平成21年2月2日

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


